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[強制通気お開放式石油ストープ] 


製品アンケートへのご協力をお願いします 
(ご回答はインターネット①みとなりまず） 

回答専用アドレス 

http://www.dainichi-net.co.jp/hagaki/ 

※通信料はお客様のご負担となります。 


T 化か中 


働働備風詹 


A を険 

/ 


A 警告 

© 

1 即 J 


換気が要 

iGASOLINEl'^^V 


1時間に！〜2回 J 

[寝るとぎ消义 1 

ガソリン使用禁止 


[スプレー宙盧禁 1 

使用燃料：な油 
KEROSENE 


A ま意 

ONLY 


変質した持ち越し灯油 
使巧厳禁 


く保証書付 > 裏表紙に付いていまず 

FW-377LE 

FW-477LE 

FW-577LE 




ご 

安全のために必ずお守りください . 

1 

ほ 

各部のなまえ . 

巳 

用 

使用する場所 . 

9 

前 

使用前の準備 . 

……10 

使 

運転を開始するとき . 

……15 

用 

運転を停止するとさ . 

……16 

方 

設定温度を上げるとき-下げるとき…… 

……17 

ミ丢 

チャイルド□ックを使用するとき . 

……18 


運転を延長-継続ずるとさ . 

……19 


現在時刻ををわせるとき . 

20 


タイマー運転を使用するとさ . 

21 


保証書 • 


裏表紙 


お買い上げいただを、まことにありびとうございます。 

お使いになる前に必ずこの取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、ご使用になる方がいつでも取り出せる場所に、大切に保管してください。 
裏表紙の保証書は、「お買い上げ曰、製造番号、販売店名」などの記入をお確かめください。 


点巧•その他 




































































まをのために必ずお守り < ださい 

お使いになる方や他の人へのを害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただく 
ことを説明していまず 

誤った取り扱いをしたとをに生じるを険とその程度を、次の区分で説明しています。 


本文中のマークは、次の意味を表します。 


么危険 ( DANGER ) 


ガソリン使用禁止 . 

ガソリンなど揮発性の高い油は絶対に使用しないでください。 1 

乂災の原因になります。 * 

藝 



> 

このマークは、してはいけない r 禁止」を表していまず。 

〇爲运 

このマークは、必ず実行していただく r 指示」を表していまず。 

A 


A 筒埃 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死 t ：、 重傷を負うを険、または 
义災のを険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死じ重傷を負う可能性、または 
义災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性や物的損害の 
発生が想定される内容を示しています。 


么警告 ( WARNING ) 


換気於要 

換気せずに使用を続けないで<ださい。 

酸素が不足すると不完全燃焼し、一酸化炭素などが 
発生して中毒になるおそれがあります。また、乳幼 
おや呼吸器疾患などのちは、体調不良になるおそれ 
があります。 

換気は、換気扇を使用したり、窓や戸などを2力所 
L ソ上開けると効率良く行えます。 

窓のま結、地下室など換気が十分に行えない場所で 
は使用しないで < ださい。 



© 


スプ レーち 厳禁 

スプレー宙やカセツトこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
<ださい。 

熱で宙の圧力が上がり、爆 
発し、を険です。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用し 
ないで < ださい。 

巧類が落下して乂がつさ、 
乂災の原因になります。 




向 



ご使用前 


么警告 ( WARNING ) 


温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出□や燃 
焼-温風空気取入□をふさがないで 
ください。また、ストーブガードを 
ご使用のとさは、囲いに干し物を 
掛けたりしないでください。 

異常燃焼や乂災の原因になります。 



寝るとを消义 

寝るときや外出するときは、必ず 
消乂して < ださい。 

予想しない事故が発生するおそれ 
があります。 



可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使用している部屋 
で、可燃性ガスが発生するもの(ベ 
ンジン-シンナー)、スプレーを使 
用しないで < ださい。 

义災や故障の原因になります。 

日®お 0® 


么ま意に AUTION ) 


設置 


可燃物との距離を離ず 

図に示すファンヒーターの周囲には可燃物や障害 
物を置かないで<ださい。 

义災の原因になります。 



〇 


(水平で丈夫な巧面に設置） 


力ーテン、寝具など可燃物近接禁止 

カーテン、布団、毛布など I 燃えやすいちののそば 
などでは使用しないでください。 

乂災が発生するおそれがあります。 

可燃物か5離す距離は、左項の r 可燃物との距離 
を離す」に従ってください。 





0 


次の場所では使用しない 

义災ゃ予想しない事故の原因になります。 


0 


) j 辰動の激しい場所 
;水平でない場所、不安定な場所 
;す安定な物をのせた棚などの下 
) 風のあたる場所、部屋の出入□、 
屋外 

;人のいない場所、人びあたたまる 
目的がでの場所 
(温室、飼育室など） 

;可燃性ガスの発生ずる場所、または 
たまる場所 


义災の原因になります。 


〇窓の;菊をなどのため、が十分 
に行えない場所 

〇暖炉や押し入れなど、フアンヒ 
ーターび囲われる場所 
〇ほこ0 . 湿気.金属粉のるし、場所 
〇標高1,000 m む上の高地 


〇直射日光のあたる場所 
〇理.美容院、クリーニング店、 
はんだ付け作業所、メツキ.塗袋 
工場などスプレーや化学薬品を 
使う場所 


不完全燃焼の原因になりまず。 


故障や予想しない事故が 
発生ずる原因になります。 


ご使用前 


吕 

















































































安をのために必ずお守り < ださい 



2使用時 


移動するとをのま意 

フアンヒーターを移動するとをは、 
乂を消してカートリッジタンクを 
取り出し、傾けないように静かに 
運んで < ださい。 

打油がこぼれると乂災の原因に 
なります。 



〇 


破 


異常-故障時使用禁止 

油漏れや臭い、すすの発 
生、炎の色など異常や故 
障と思われるとさは使用— 
しないで < ださい。 

異常 I 燃焼や予想しない事 
故の原因になります。 




運搬ずるとをのま意 

フアンヒーターを運搬するとさは、 
カート IJ ッジタンク-油受皿内の 
な油を抜いてください。 

運搬の途中で灯油びこぼれて周囲 
を巧すおそれがあ0ます。 


〇 


フアンフイルターは必ず使用 

フアンフイルターを 取り 
がした状態で使用しない 
で < ださい。 

内部にほこりがたまり、異 
常 I 燃焼の原因になります。 



0 


シリコーン配合商品を使用しない 

ファンヒーターの故障の原因になることが表示されて 
いるヘアケア商品などは、シリコーンが配合されて 
います。ファンヒーターと同時に使用しないでく 
ださい。また、ま意表示がな< てちシリコーンが 
配合されている商品(化粧品類、巧類の防水剤•柔 
軟剤、家具などのつや出し剤•保護剤など)も同時 
使用は控えてください。やむなくご使用になるとを 
は、ファンヒーターの運転を一時的に停止し、使用 
後は、換気を十分に行なってか5運転を再開して 
<ださい。 

異常燃焼のおそれや、着义 S スや途中消乂、換気 
サイン点滅の原因になります。 

シリコーン配合商品が原因で修理を依頼されたとき 
は、保証期間中でち保証の対象がとなります。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、重い物をのせ 
ないでください。また、高温部に近づけたり、束ねた 
まま使用しないで<ださい。 

電源プラグを抜くとさは、コードを持って弓 I さ抜か 
ないで < ださい。 

乂災ゃ感電の原因になります。 



0 


電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込み、 
傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないで 
ください。 

乂災の原因になります。 

めれた手での抜さ差しは 
しないで < ださい。 

感電の原因になります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は温風吹出 □ 
に手など触れないでください。 
やけどのおそれがあります。 





温風に直接あた6ない 

温風に直接長時間あた5ないで 
ください。特にお子様や、病気の 
方などがご使用のとさは注意して 
<ださい。 

低温やけどや脱水症状になるおそ 
れがあります。 


& 



本体内に指や異物を入れ 
ない 

温風吹出□や燃焼-温風空気取入 
□に指や可燃物、針金などの異物 
を入れないで<ださい。 

けがややけどを負ったり、义災 • 
感電の原因になります。 



ご使用前 


3 


么注意に AUTION) 


3給;由時 


給油時消义 

乂災のおそれがありますので、 
給油は必ず消义し、乂の気のない 
ところで行なってください。 



油漏れ確認 

□金は確実に閉めてください。 
□金を下にして油漏れがないこと 
を確かめてください。 

□金を斜めに閉めた0すると簡単 
に□金が夕が I て、火^のおそれが 
あ0ます。 



〇 


不良な油使用禁止 

変質打油(持ち越したな油など)、 
不純灯油(好油！;>(外の油' 水やごみ 
が混入した灯油など)などの不良 
灯油を使用しないでください。 
異常'燃焼のおそれがあります。 


0 


4 点検 • 手入れ • 保管 • 廃棄 


ほこりの除去 

フアンフイルターは 週に1回じ(上 
必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどが付着すると 
異常 I 燃焼のおそれがあります。 





分解修理-改造の禁止 

故障•破損した5、使用しないで 
ください。また、お客様自身に 
よる修理や改造、分解はしないで 
<ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 



保管時にしていただくこと 

長与月間使用しないとさや、保管す 
るとさは、必ずカート IJ ッジタン 
つ. 油受皿内の打油を抜さ、傾け 
た0横倒しの状態で保管しないで 
<ださい。 

乂災のおそれがあります。 



〇 


電源プラグのお手入れを 
する 

ときどきは電源プラグを抜き、 
ほこりや金属物を除去してくだ 
さい。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁 
不良になり、乂災の原因になり 
ます。 


長期間使用しないとをは 
電源プラグを巧く 

長期間使用しないとさは、電源 
プラグをコンセントか5抜いて 
<ださい。义災や予想しない事 
故の原因になります。 


廃棄するとを 

フアンヒーターを廃棄処分するとを 
は、必ず力ートリッジタンク•油 
受皿内の灯油を市販の給;由ポンプ 
などで抜いてください。^5^ 
灯油が入ったまま廃棄すると、 
U サイクルの際、思わめ事故に 
なるおそれがあります。 


處 


〇 


ご使用前 


4 



























































































各部のなまス 


〇〇 か観図_00 


CMD 

気密油タンク 113ページ〉 


表示部口石み巧石シ （じ(下、「力ートリツジタンク」) 



® 運転中高温になる部分(ごミち意ください) 
@点検.手入れが必要な部分 


ご使用前 


5 


CWW) 



入□がふさがれるのを防ざます。 


※外観図は機種により若干異なります。 

(イラストは FW - 已77にで説明していまず) 


ご使用前 


巨 









































































































































































る部のなまス 


〇〇 


操作部 


〇〇 


消臭ランプ(緑）函^ 
フィルターランプ(ホ）国互を 


給油モニター面互を 



チャイルド□ックボタン西召) 
ひかえめランプ(緑）匹^ 
ひかえめボタン 117 ペー々 


タイマーボタン医2ペ-ジ〉 


〇〇 


表巧部 


〇〇 


設定溫度室の温度 


換気サイン 127 ペ-ジ〉 

待機中表示匹^ 

時計合せ表示^0^ 

タイマー合せ表示 を1ぺ-ジ〉 

チャイルド□ックサイン面石^> 



設定-室内温度表示 

ベ-ジ〉 

時計表示 I 如べ-ジ〉 
エラー表示 127 ぺ-ジ〉 


パワーモニター Pf ^ 


※表示部は、運転停止中でち表示切換、時刻調節(現在時刻•タイマー運転開始時刻合わせ)、チャイルド 
□ックのボタン操作により、バックライトび約10秒間点なします。 


ご使用前 


7 


※表示部は説明のため、すべて表示した：!犬態です。 
使用中に、ずべて表示することはありません。 


温度/時刻調節ポタン匹^ ^0^国^ 



一運転ランプ(ホ） 11已ペ-ジ〉 Pfl 石み|2呂ペ-:/’〉 
r - 運転入/切スイッチ|1已ぺ-ジ〉|1日ページ〉122ページ〉 


運転延長ランプ(ホ） 119ベ-ジ〉 


運転延長ボタン困^ 


——メ□ディーと電子音の切り換えかた—— 

r 給油の合図」と r 燃焼残り時間のお知日せ」は、メ□ディーで 
お知5せします(メ □ディーはそれぞれ異なります)。 


運転中に 





約已秒間巧ず 


メ □デイー 

す砂 

※それぞれ切り換わります。 


工場出荷時や電源プラグをコンセントか5抜いたり、停電した 
とさは、メ□デイーになります。 


一表示部の説明- 

表示切換ボタンを1回巧すごとに、ブ 

7 現在時刻表示 [20^ 

設定温度室の温度 



※現在時 刻を合り せていない 
ときは I ---- になります。 


な 



4 の順で表示が切り換わります。 

ム 時計合せ表示 1如ペ-ジ〉 


A 温度表示 117 ペ-：/〉 (運転中のみ） 

設定温度室の温度 


設定溫度室の温度 





ゴタイマー合せ表示 がベ-ジ> 


設定湿度室肉温度 



ご使用前 


8 
























































































































































































































巧用する場所 


00 


効果的に使用するために 


〇〇 


が気に接ずる窓の下や壁側に設置ずる 



温風の循環を巧げない 




0 


〇熱に弱い材質の巧面(力ーペット、木質巧、置など)で長時間 
使用すると、変色-ひび割れ-そり返りなどび発生することが 
あ0ます。 

また、ほこりやたばこの煙などで変色することをあります。 
保護のため、マットなどを數いて使用してください。 

〇移動するときは引さず！5ないでください。カーぺット•巧面- 
置に傷をつけるおそれびあります。 



ご使用前 


9 


使用前の準備 


〇〇 フアンヒーターの取り出し 〇〇 


包装箱か5緩衝材などを取り除き、フアンヒーターを取り出ず 



〇工場で燃焼検査を行なっているため、油受皿內に I 灯油が少量残り、 I 灯油臭を感じることがありますが、 
異常ではありません。 


お守り<だをい 


〇包装箱と緩衝材は保管時に必要となりますので、大切に保管してください。 


ご使用前 


10 





























































使用前の準備 


00 


運拓開始前の準備と確認 


00 


水平な場所に設置ずる 

〇フアンヒーターが傾いた状態では使用しないで 
<ださい。 

給油ランプ(ホ)が誤作動によつて点滅したり、 
予想しない事故が発生するおそれがあります。 


ム 電源プラグをコンセント （100 V ) に差し这む 

〇 




お守り<だをい 


〇家庭用電源 L ソがでは使用しないでください。 

異常燃焼や予想しない事故の原因になります。 

0 20 0V 電源には絶対に差し込まないでくださし、。 

义災•感電*故障の原因になります。 

〇タコ足配線はしないでください。 

火災の原因になります。 



0 


00 



00 


燃料は必ず口油 ( JIS 1号口油)を使用してください 

ガソリン、不良な油(変質な油•不純打油)は、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

(打油を購入されるときは、 SQ マークを表示している販売店で購入されることをおすすめします） 


0：了油とガソリンの見分けかた^ 

指先に燃料をつけて、乂の気のないところで息を吹さ 
かけて < ださい。 



ご使用前 


11 


不純な油 

〇打油攻がの油(ガソリン、シンナー、天ぶ5油、 
機械油、重油、軽油、な油添加剤など)がほんの 
少しでち混入したちの 

〇水やごみ、ドラム宙のさびなどが混入したもの 
〇な油水抜剤や助燃剤を添加したちの 


良な油(変質な油-不純好油）とは） 


変質な油 

〇昨シーズンより持ち越したもの 
〇高温の場所で長期間保管したちの 
〇曰光のあたる場所で長期間保管したちの 
〇乳白色の容器で保管していたちの 
〇容器のふたが開けてあったちの 


水よりかしでも色が 
ついていた0、すつ 
ぱい臭いのするちの 
は変質な油です。 


変質な油や不純な油を 
使用したときの症状 


万一変質な油や不純な油を 
使用したとさの処置方法 

〇臭いが強< なる。 


〇灯油を抜を、をれいな灯油でカート U ッジタン 

〇黄色い炎び混じる。 115 ペ-ジ〉 


つ. 油受皿内-油フィルターを洗ってか5ご使用 

〇乂力が上が5ない。 

〇消乂しにくい。 

〇 

ください。12か-み助ペ-ジ〉 

〇着乂-消乂を已回程度繰り返してください。 
f 少し臭しがしますので、換気を十分に行なって^ 

〇着乂しにくい。 


1<ださい ] 

〇給油ランプ(赤)、または予告ランプ(緑） 


〇それでも直5ないとさは修理が必要となります。 

が点滅する。 

〇途中消乂するけ犯， E の， E 13)。 


お買い上げの販売店にご相談ください。 130 ペ-ジ〉 


〇変質な油-不純な油び原因で修理を依頼されたとをは、保証期間中でも保証の対象がとなります。 


Qe しいな油の保管方法） 


乂気、雨水、ごみ、高温、 
直射日光を避けた場所で、 
翌シーズンに持ち越さない 
よラに保管する 


良い例 




悪い例 



紫外線を透過しにくい色付の 
な油専用容器を使用する 

乳白色の容器は使用しないでくだ 

さい>——\ 

う、たはしっかを^^ 

閉める 



ホームタンクを使用している 
とさは、年に数回、か巧さを 
行う ^ 

C 

' 、 

口 

1 

ノ 

U U 


ドラム宙での保管は控える 

気温の変化で栓のすを間か5水が 
混入したり、さびが発生します。 
やむな< ドラム宙で保管するとさ 
は、力八一を掛けるなどしてくだ 
さい。給油時は、水-さびなどの 
混入がないことを確認してくだ 
さい。 



変質 I 灯油の見分けかた 



ご使用前 
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巧用前の準備 


00 


給油のしかた 


00 


給油は必ず消乂し、乂の気のないところで巧なつてください。 

万一の事故を防ぐため、運転中に力ートリツジタンクを取り出ずと、総由隙肖乂装置び 
作動し、 " M !" を表示して自動消乂しまず。 [27^ 



運転び停止していることを確認ずる 

〇運転中のとをは、運転入/切スイツチを巧し 
て < ださい。 

〇運転ランプ(ホ)が消な 
します。 

を押す 

么 力ートリツジタンクを取り出ず 
〇 □金をがず 

〇□金の両方のボタンを同時に押して、上に 
持ち上げてがしてください。 


両方のボタンを 
同時に押ず 

ボタン 


〇タルた□金にごみ、糸くず、ほこりなど付着 
しないよラに注意して<ださい。 

また、ぶつけたり落としたりしないよラ取り 
扱いに注意して<ださい。 



4 


給油ずる 

〇油量計の上端を超えないよラ給油し、な油 
をあふれさせたり、こぼしたりしないよラ 
に注意してください。 

〇こぼれた灯油は完全にふさ取つてください。 



5 


口金を確実に閉める 

〇 □金が側を上か5 r カチッ」と音がするまで 
押して<ださい。また、□金のボタンを押し 
たまま閉めないで< ださい。確実に閉ま5ず、 
□金ががれ乂災のおそれがあります。 


ボタンは 

押さない 


音がするまで巧す 


)□ 金を閉めたあと、軽く引を上げて外れない 
こと、下図のように斜め上か5見てタンクの 
ホい線が見えなしにとを確認してくださし、。 



ホい線 



>必ず乂の気のないところで□金を下にして 
油漏れがないことを確認してください。 
※漏れているとをは、 

□金を交換して<だ 

さい。 西べ-ジ〉 



6 


カートリッジタンクをセットずる 

〇カートリッジタンクをセットしたあと、フアン 
ヒーターをゆすったりすると、□金の外側が 
打油でめれることがあります。 



お守〇<だをい 


〇力ートリッジタンクと油フィルターは、機種により異なります。専用のものをご使用ください。 

〇給油時、□金が外れにくかったり、ボタンに異常を感じたときは使用を中止し、お買し Lh げの販売店に 
ご相談ください。^0^ 

〇□金を閉めたあと、必ず□金を引き上げがれないことを確認してください。確実に閉めないと□金び 
外れて、周囲をミちしたり、义災のおそれがあります。 

〇給油時、□金をぶつけないよう、取り扱いにを意してください。□金び変おすると、油漏れのおそれや 
I灯油び出なくなり、給油ランプ(赤)が点滅することがあります。函互を 
なお、力ートリッジタンク•□金の変形は、保証期間中でも保証の対象がとなります。 


ご使用前 
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00 


給油の合図 


〇〇 


給油2段階サイン 


;給油の合図を2回に分けてメ□デイーとランプの点滅でお知5せしますので、手が離せないとさち余裕を 
もって給油が行えます。 

(メ □ディーお知らせを電子音に切り換えるには…ぐを河） 


1回目のお知5せ 

〇カート IJ ツジタンクの打油がなくなると、予告ランプ(緑)が 
ゆっくりと点滅し、メ□ディーが鳴ります。 


2回目のお知5せ 

〇油受皿の灯油が残りかなくなると、給油ランプ(ホ)が速く 
点滅し、メ□ディーが鳴つて义力がルさくなります。 

-2回目は速いメ□ディーでお知5せします。 

-設定温度が " H," のとさは、大乂力で燃焼しますので、 
ちの燃焼時間より短くなります。 

い 回目のお知5せか5次の時間で自動消义します’ 

約30分 (FW-377LE) 

約25分 (FW-477LE、FW-577L。 

自動消乂 

〇そのまま使用を続けると、油受皿の灯油がなくなり、 "E03" 
を表示して自動消义します。使用状況などにより2回目のお 
知5せと同時に消乂することがあります。 

〇給油を行し、運転入/切スイッチを巧すと、運転を開始します。 


巧 


給ミ由よ I ずち I 

モニタ^ 


區油 






約25〜日〇分 (FW-377LE) 
fFW-477LE\ 
FW-577LE] 


約25〜日□分 



約日〇〜80分 (FW-377LE) 
fFW-477LE'\ 
FW-577LE] 


約25〜5□分 




設定温度室の温度 


給油 

モニター 


國 


區巧] 



※燃焼時間は火力によって異なりまず。 




〇給油2段階サイン中に電源プラグをコンセントか5巧いたり停電したときは、次回運転時は2回目の 
お知らせか5となります。また、燃焼時間は前回の使用状況により異なります。 


ご使用前 
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運面を開始ずるとを 


設定温度室の温度 

この〇 
し Uc け一 C 

…-壓 


フイルタ-國 ifouiisi f» 


消臭ランプ 運転入/切スイッチ 


運転入/切スイッチを巧し、運転を開始しまず 
運転停止中に 


約40秒後に着乂しまず。 
( FW -577 LE は約 4 已砂） 





を巧す 


設定温度室の温度 


孤但 


-■ 





〇運転ランプ(ホ)び点灯します。 

〇設定温度と室が届度を表示します。 

•室内温度は、 rc か5表示し、日でじ(下の 
とさは|_0を表示します。 


パワーモニターの己段階表示 


>着乂動作時数砂間、消臭ランプ(緑)が点滅 
し、設定湿度と室内温度により自動的に燃焼 
量を変え運転します。 

>着义するとを r カタン」といラ電磁弁が開く 
音がしますが、異常ではありません。 

1着乂後、パワーモニターが燃焼乂力の状態を 
已段階でお知らせします。 


バワ — 

パワ—に 

通 

地通 



_ 


ル乂力 

□□□1- 


> 

大乂力 


ち確認窓か5炎のが態を確認する) 


〇正常燃焼 





〇青い炎で燃焼する。 

〇バーナの網び/赤くな 
つていてち、炎の中 
に黄色い炎が筋状に 
現れなければ異常で 
はありません。 


が 


X異常燃焼 


>炎の中に黄色い炎が 
筋状に現れる。 


A k i 




処置を巧なつてください。國或 


>初めてお使いになるとをは、防鐘油や耐熱塗料が焼け、煙や臭いび出ることびあります。1時間 
ほどでおさまりますので、部屋の換気をしなび5ご使用ください。 

オレンジ色の炎び出るときは、しば5くの間、燃焼を続けているとおさまります。 


Q 


扣 

炎 
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運おを停止するとを 

運転入/切スイッチを巧し、運転を停止しまず 
運転中に 



消臭_ 
モニタ- 


り 


〇 


を押ず 


>運転ランプ(ホ)が消灯し、消臭ランプ(緑） 
が点滅します。 


約8秒間、消臭ランプ(緑)び 
点滅後に消乂しまず。 

1必ず义が消えたことを確認してください。 

1消义するとを r カタン」といラ電磁弁が閉じる 
音がしますが、異常ではありません。 


お守り<ださい 


1消义は必ず運転入/切スイッチで行なってください。 

また、運転停止後3分間は、本体内ををやすためフアンが回っていますので、電源プラグをコンセント 
か5巧かないでください。電源プラグを巧いて消义したり、消火後すぐに電源プラグを巧くと、故障の 
原因になります。 


一消臭機能- 

着乂するとをや消乂するとさに発生する臭いの原因となる未燃ガスの発生を 
抑える機能です。消臭機能が動作しているとき、消臭ランプ(緑)が点滅して 
お知5せします。 


消臭 
モニタ- 




(着火するとき） 

〇運転入/切スイッチを巧すと、着乂動作時数砂間、未燃ガスの発生を抑えています。 


(消火するとを） 

〇運転入/切スイッチを巧すと、約8砂間、未燃ガスを燃焼させてから消乂します。 
〇異常停止や短時間での運転では消臭機能は動作しません。 


使用方法 
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設定温度を上げるとを-下げるとを 



温度/時刻調節ボタンを巧し、設定温度を調節しまず 

〇室内温度を目をに設定ミ届度を調節してください。 

〇設定温度は！？〜如での範囲と、 Lo (常にル乂力)、 Ml (常に大乂力）に調節でさます。 

〇現在時刻表示にしているときは、表示切換ボタンを巧し温度表示にしてか5調節してください。 


广設定温度を上げるとき） 

運転中に 



如长 S ! DDD 长骗长 


を押す 

1回巧すごとに1たずつ上がります。 


ひかえめ運転 


f 設定温度を下げるとき） 

運転中に 

た03含 

を巧す 



L 0 


1回押すごとに1でずつ下がります。 


ファンヒーターがお部屋の暖まり具合を自動的に判断し、身体に感じる温度を変えることなく、暖かさを 
保つよラ燃焼量を抑え運転します。また、狭い部屋や断熱のよい部屋で使用したり、秋□•春先など 
が気温が比較的高いとさに室内温度が上がり過ざると、燃焼を自動で入-切します。 


ひかえめ運乾にするとき 


ひかえめ運転を解除するとき 


運転中に 



を押す 


〇ひかえめランプ(緑） 
が点灯します。 


室 

t 

巧 

+ 3 °C 

/皿 

口 

になると 

豎 

か 

設 

害 

レ 

r 

/皿 

度 

-rc 

ぶ 

になると 

0 

レ 


設定湿度室の温度 


J 日。巧 




ひかえめ運転中に 


，待機中表示が点口 
し自動消义します。 

設定温度室肉温度 



の。保 


( g ^ r \ を巧す 

〇ひかえめランプ(緑)が消灯します。 


〇待機中表示が消灯 
し自動着ふします。 




〇室内温度の表示は、室内平巧温度の目まです。設置方法などにより寒暖計の温度とは一致しないこと 
があります。 

〇電源プラグをコンセントか5巧いたり、停電したときは、設定温度び解除されます。再度、調節して 
<ださい。 
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チヤイルドロックを®用するとき 


00 


チャイルドロックをセツトする 


00 


ルさなお子さまのいたず5や、運転誤操作を防止したいとさにお使いください。 

チャイルド□ックボタンを巧し、セットしまず 

運転中、運転停止中のどち5でちセットでさます。 


きな巧おををホ1頃を 



r 運転停止中のとき j 

チヤイルド□ックの解除じ(がは、操作ができなくなります。 




〇電源プラグをコンセントか5巧いたり、停電したときは、チャイルド□ツクび解除されます。再度、 
セツトして<ださい。 


00 


チヤイルド□ックを解除ずる 


00 


チャイルド□ックボタンを巧し、解除しまず 

運転中、運転停止中のどち5でち解除でさます。 


チャイルド 

□ック 





設定湿度室の溫度 


〇 


をピッと鳴るまで 
約3秒間巧す 



チャイルド□ックサイン 

が消えます。 
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運面を延長-継続ずるとを 



消し忘れによる万一の事故を防ぐため、運転開始後、3時間で自動消乂しまず 


燃焼残り時間をお知5せずるとき） 

3時間で自動消义する前に、運転延長ランプ(ホ)とメ□ディーでお知らせします 


(メロディーお知日せを電子音に切り換えるには… <8^ ) 

-自動消义10分前^^自動消义已分前 


転延長3 

運転延長ランプ(ホ)点滅 
メ□ディーが鳴る 





転延長^1 

運転延長ランプ(赤)点滅 
メ□ディーが鳴る 







I ♦運転延長^') 

運転延長ランプ(ホ)点灯 
メ □ディーが鳴り、自動消乂 



广自動消乂せずに運転を継続ずるとを） 

運転中に 



を巧す 


>燃焼残り時間のお知5せに関係なく、運転延長ボタンを巧したとき 
か5、さ引こ3時間運転を継続します。 


お守0<だをい 


〇継続して長時間運転ずるとをは、お部屋の換気に十分ミ主意してください。 < T ^ 

〇寝るとをやが出ずるとをは、消し忘れ消火装置には頼5ず、必ず運お入/切スイッチで消火して 
<ださい。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 


使用方法 
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現在時刻を合わせるとき 


タイマー運おを使用ずるときは、現在時刻を合わせてください 

現在時刻合わせは、運転中、運転停止中のどち5でち行えます。 

(現在時刻を午後8時30分に合わせるとき） 

^時計合せ表 7 F にずるな ペ-ジ I く 8ベ-ジ I 

. 設定温度 I 室の温度 



を巧ず 



>1度、現在時刻を合わせると、時計表示は 
点灯します。 


ム 現在時刻を合わせる 


bf たは 巧 J 

設定温度室の温度 

この on 

、 cu〕u 

\ \を押す H 

時計含は—— 

:_ uJli _ 


1時計は日：孤か5巧巧を表示します。 


A を巧すと1分進み、ろ？を押すと1分戻ります。 

ぶ^またはち？をしば日く巧し続けると10分単位で早送りができます。 


方現在時刻表示にずる 



を巧す 


設定温度室の温度 


CU IILI 


>現在時刻表示になるまで、表示切換ボタンを 
巧して < ださい。 
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タイマー運面を使用するとを 



運転入/切スイッチ 
温度/時刻調節ボタン 


〇〇 タイマー運面開始時刻をセツトする 〇〇 


タイマー運転を使用ずるとをは、タイマー運転開始時刻を合わせてください 

現在時刻合わせ、タイマー運転開始時刻合わせは運転中、運転停止中のどち!5でち行えます。 

G タイマー運転開始時刻を午前6時30分にずるとき) 


現在時刻び合わせてあることを確認ずる 

設定温度室の温度 





を押す 



〇現在時刻を合わせないとタイマー運転は 
でをません。 

〇現在時刻の合わせかたは、20ページを参照 
して < ださい。 


ム タイマー合せ表示にずる く 7 ぺ-ジ K 8 ベ-ジ I 

設定温度 I 室の温度 





を巧ず 



1 1度、タイマー運転開始時刻を合わせると、 
時計表示は点'灯します。 


方タイマー運転開始時刻を合わせる 


がたは巧 

巧化化!!お王の化お 

C この 

, 0 •〕u 

\ \ を押す -J 

タイ7—さだ- 


〇時計は日柳か5巧巧を表示します。 


谷^を巧すと1分進み、ち？を巧すと1分戻ります。 

^またはち？をしば5 く巧し続けると10分単位で早送りができます。 


使用方ま 
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A 運転状態にずる 

〇運転中は、運転入/切スイッチを巧す必要はありません。 

〇運転ランプ(ホ)が点灯します。 



お夕 ぃ\を押す 

5 タイマー運転待機中にずる 

吟マ J 

物 \夕を押す 


' 運転ランプ(赤)が消灯し、タイマーランプ(緑)び点灯すると、 
セツトが完了します。 


1タイマー運転のセットをしてか5運転入/切スイッチを押すと、タイマー運転が解除されますので、ごま意 
<ださい。 

11度、タイマー運転開始時刻を合わせると、次回か5は 4、5 を行ラだけで同じ時刻に運転が開始 
でをます。 




〇電源プラグをコンセントか！5巧いたり、停電したときは、再度、現在時刻を合わせ、タイマー運転 
開始時刻をセツトしてください。 

〇力ートリツジタンクを取り出したり、地震や強い振動-衝撃を受けたことにより安全装置が作動した 
ときは、もう1度 4 か5セツトしてください。 


〇〇セットした的劇になるとタイマー運面開始〇〇 


セットした時刻になると自動的にタイマー運転を開始し、ま全のため1時間で自動用 
消乂しまず。自動消乂ずる前にタイマーランプ(緑)とメ□ディーでお知らせしまず。方 

(メ □ディーお知日せを電子音に切り換えるには…<1^) 〜い 泣 

-自動消乂10分前^ —自動消乂後 


なわ巧 


タイマーランプ(緑)点滅 
メ□ディーが鳴る 



〇 



〇 


(タイマー運転開始か日1時間経過） 

みみマ-) 

タイマーランプ(緑)点滅 
メ□ディーが鳴0、自動消义 



自動消乂せずに運転を継続するとをは、タイマーボタンを巧し、タイマー運転を解除してください。 


〇〇 


タイマー運拓を解除ずる 


〇〇 


タイマー運転待機中 



タイマーランプ(緑)が消な 
します。 


を押す 


タイマー運転中 





タイマーランプ(緑)が消な 
し、運転を継続します。 


を押す 
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曰常の点検-手入れのしかた 


お守り<だをい 


>点検-手入れを行うときは、必ず運転を停止させ、本体びをえてから電源プラグをコンセントか 5 
巧を、点検•手入れを行なってください。また、分解はしないでください。 

火災ややけどのおそれがあります。 


00 


ご®用のたびに 


00 


本体の周辺に可燃物はないか 




0 


油漏れ-油のたまり-油のにじみはないか 

異甫があるとをは使用を 
中止し、お買い上げの販 
売店にご相談ください。 


本体のごみやほこりをふき取る 

柔らかい巧でか 5 ぶをするか、ラすめた中性洗剤をしみ込ませた巧でふいて 
ください。 

本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。 



0 

〇 


〇〇 


週に1回な上は 


〇〇 


フアンフイルターのほこりを取る 

フアンカパ~ 

フアンフイルター 

曲呼な 

燃焼.温風空気取入 □ 

巧れがひどいとさは、洗剤などを使って浸け 
置をし、水で洗い流してください。 



フアンフイルターの 

がしかた 



上のツマ S を巧し、手前に 
持ち上げる。 


フアンフイルターの 

取り付けかた 



下のツメをはめてか 5 上部を 
巧す。 


お守0<だをい 


〇フアンカバーからフアンフイルターを取り外してお手入れするときは、フアンフイルターに強い力を 
かけないで<ださい。 

フアンフイルターが破損することがあります。 


点検•その他 
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〇〇 



回な上は 


〇〇 


安全装置の点検をずる 


巧震自颤肖义装置 


燃焼中に本体をゆすり、消义するか確認してくださし、。 
消义しないとさは修理が必要ですので、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 


気密油タンクの 
給油時消乂装置 



カートリッジタンクを取り出し、本体内部のレバーを 
下に巧し、指を離したとさにちとに戻るか確認して 
<ださい。正常に動かないとさは修理が必要ですので、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

(レノ (一の位置は日ぺージを参照) 

油受皿内の点検をずる 

カート IJ ッジタンクに直接水を混入しなくてち、設置場所の温度変化などで結露によりホーム 
タンクやカートリッジタンク内に水がたまり、油フィルター-油受皿内に流入することがあり 
ます。水が混入していたとをは、 25 ページの2に従い、水を取り除いてください。 

また、ホームタンクを使用しているときは、年に数回、水抜きを行なってください。 


〇 


油受皿内に水が 
混入ずると 


〇給油ランプ(ホ)の点滅が止まらない 
〇着义三スしたり、異常停止するけが，[の） 


油フィルター①点検*掃除をずる 

け下の手順に従い、点検-掃除を行なってください。 


油フィルターに 
水やごみび 
たまっていると 


〇 


〇給油ランプ(ホ)、または予告ランプ(緑)の点滅が止まらない 


油フィルターを取り出して確認ずる 

(取り出すときは、打油などで床や巧服を巧さないよラま意してください） 
〇油フィルターに灯油を入れ、持ち上げる。 



な油び連続的に落ちる。 
由フィルターには少量^ 
の I 灯油び残 0 ます I 





な油の落ちび悪い。または 
全く落ちない。 
f 油フィルターに口油びをく、 
、残っている ノ 

〇 

2 に従い、掃除してください。 


正常です。 

と 油フィルターは、きれいなな油でずずざ巧いし、よく乾燥させる 

〇油フィルターは、をれいな灯油ですすざ洗いし、ごみなどを取り除を、巧などで灯油をふさ取った 
あと、曰陰に置いてよく乾燥させてください。 

油フイルターに水分が残っていると、灯油が落ちず、給油ランプ(ホ)が点滅します。 

油フイルター 



洗を後のな油の処分は、灯油をお買い巧めに 
なった販売店にご相談ください。洗を後の 
I 灯油を使用すると故障の原因になります。 


点検•その他 


24 









































































保管(長期聞®用しないときい廃棄のしかた 

次の手順に従ってファンヒーターを保管してください 
1 電源コードを束ねる 



ム カートリツジタンク-油受皿内のな油を巧く 

〇油フイルターを取り除さ、市販の給油ポンプなどで、油受皿内のな油やごみ、水を抜いてください C 
(給油ポンプの先を平らにカツトすると、抜き取りやすくなります） 





別売のスポイトを用意しています。スポイトを使用すると、市販の給油 
ポンプで巧けきらなかったな油が抜き取りやすくなります。函石ク 


^フアンフイルター •油 フイルターの 掃除を ずる 屬到 <1 担 E 
与本体の巧れをふを取る屬到 



スポイト 
173円 
(本体価格165円） 



5フアンヒーターを包装箱に入れる 

〇湿気のかない場所に保管して < ださい。 


お守〇< だ をい 


フアンヒーターを傾けたり、横倒しのげ態で保管しないでください。 

巧けきれなかったな油び漏れ、火災のおそれがあります。 

1力-トリツジタンク.油受皿內の I 打油を巧かずに保管すると、 I 灯油が変質し、故障のおそれびあります。 
1 打油は翌シーズンに持ち越さず、使いきるようにしてください。 


-廃棄ずるとき- 

〇ファンヒーターを廃棄処分するときは、各自治体の指示に従ってください。 

〇必ずカート U ツジタンク-油受皿内の灯油を市販の給油ポンプなどで抜いてください。 

打油が入ったまま廃棄すると、リサイクルの際、思わめ事故になるおそれがあります。 
〇灯油の処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


点検•その他 
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脚璋.異常の見分けかたと処置のしかた 


〇〇 修理を巧巧する前に 〇 〇 


次の症状は故障ではありません。修理を依頼される前にもラ1度ご確認ください。 


〇着乂時 


症 状 

原 因 

すぐ着义しない 

〇予熱時間が約 40 砂必要です ( FW -577 LE は約 45 砂)。 

〇給油直後は灯油が送油経路に回るまで時間がかかります。 

2、3 回着乂動作を繰り返してください。 

「カタン」と音がする 

着乂するための動作音です。 

異常ではありません。 

初めて使用するとさや灯油が 
な<なり、再び着乂するとさ 
白煙が出る 

打油の気化ガスがノ（ーナに充分回 5 ないと、このよラな症状が出ることが 
ありますが、異常ではありません。 


〇燃焼時-消乂時 


症 状 

原 因 

初めて使用するとさオレンジ 
色の炎や煙、臭いが出る 

防謂油や耐熱塗料が焼けるためです。煙や臭いは 1 時間ほどでおさまります 
ので、部屋の換気をしなが 5 ご使用ください。 

オレンジ色の炎は、しば 5 くの間、燃焼を続けているとおさまります。 

炎の色がピンク、またはオレ 

超音波式の加湿器を使用すると起こります。水に含まれるカルシウム分に 

ンジ色になる 

よる反応です。 

炎の色がときどさチラチラと 
ホくなる 

空気中のほこりが燃えるためです。 

バーナの網がホ<なる 

炎の中に黄色い炎が筋状に現れなければ、異常ではありません。 

設定温度を高めに設定しても 
室内温度が上が 5 ない 

部屋が広すぎるときに起こります。 

室内温度が設定温度より高< 
なる 

狭い部屋や断熱のよい部屋で使用したり、秋□•春先などが気湿が比較的 
高いときに室内温度が上がり過ぎてしまラことがあります。そのときは 
ひかえめ運転にしてくださし' 1。<17ベ-ジ1 

室内温度表示が部屋の寒暖計 

室内温度の表示は、室内平均温度の目安です。設置方法などにより寒暖計 

と一致しない 

の温度とは一致しないことがあります。 

運転中や消义直後に r ポコ」、 

金属が熱により膨張-収縮するためです。 

「パキッ」などの音がする 

異甫ではありません。 

運転停止後、約 8 砂後に r カタ 

消乂時の動作音です。 

ン」と音がする 

異常ではありません。 

本体側面やカートリッジタンク 
が熱 < なる 

燃焼熱により熱くなりますが、異常ではありません。 


1 


そ 

の 

他 
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脚璋.異常の見分けかたと処置のしかた 


に) 〇 異常の原因と処置のしかた 〇口 


何5かの異甫で表のようなエラー表示や症状び現れたときは、適切な処置を行なって 
<ださい 


i 


そ 

の 

他 


表示部 (エラー 表巧） 

原因(安を装置） 

処置方法 

---- 

〇電源プラグび抜けたため、自動消火した。 
〇—時停電したため、自動消火した。 

(停電まを装置が作動） 

電源プラグを確実にコンセントに差し込み、運お 

回に m 

t uu 

入/切スイッチを押し直す。 く 11 ベ-ジ 1 

回 [ n 1 

C U 1 

曰本体を傾けたため、自動消火した。 

〇地震(約震度已 ULh ) や強い振動、衝撃を 
受けたため、自動消火した。 

(対 震 自動消义装置が作動） 

〇水平な場刷こ設置する。 く 11 ベ-ジ 1 

〇周囲の可燃物、機器の損傷、油のあふれなど異常 
びないことを確認したあと、運お入/切スイッチ 
を押し直す。 

回け? 

油フィルター-油受皿内に水やごみびたまっ 
たため、着火 5 スした 0、 自動消义した。 
(点义まを装置が作動） 

(燃焼制御装置が作動） 

〇カート U ッジタンク-油フィルター-油受皿内 
の水やごみを取り除さ、運お入/切スイッチを 
巧し直す。 <24 ペ-ジ 1 <25 ベ-ジ 1 

〇処置を行なっても繰り返し作動するとをは使用を 
中止し、お買い上げの販売店にご相談ください。 

邮 ベ-み 

@ [の 

回に m 
t U 1 

室内温度び異常に高温(40°なソ上)になった 
ため、自動消火した。 

(室湿異常高温防止装置び作動） 

設置方法を確かめ、運転入/切スイッチを押し直す。 

の 

フィルタ 

燃焼•温風空気取入□、ファンフィルター、 
温風吹出□び物でふさびれたり、ほこりび 
たまったため、自動消火した。 

(過熱防止装置が作動） 

〇燃焼-温風空気取入 □ 、フアンフイルター、温風 
吹出□の障害物を取り除さ、掃除したあと、運転 
入/切スイッチを押し直す。 

〇処置を行なっても繰り返し作動するとさは使用を 
中止し、お買い上げの販売店にご相談ください。 

邮 ペ-ジ〉 

，猶聲 

II 

〇運転中にカート U ッジタンクを取り出した 
ため、自動消火した。 

〇力ートリッジタンクが未セットのまま、運輯 
A / 切スイ ッチを押したため、自動消乂した。 
(気密油タンクの給油時消义装置が作動） 

力ート U ッジタンクをセットし、運転入/切スイ 
ッチを巧し直す。 く 13 ベ-ジ 1 

置い 3 

密閉した部屋で使用したとさ、不完全燃焼 
(部屋の空気の異常状態)を防止ずるため、自 
動消义した。 

坏完全燃焼防止装置び作動） 

部屋の空気を入れ替えてから運転入/切スイッチを 
押し直ず(使用中は必ず 1 時間に 1 〜吕回換気ずる）。 

く1 ぺ-ジ 1 

シ U コーン配合商品の使用により、燃焼部に 
シ U コン酸化物び付着したため、自動消义 

した。 <3 ぺ-ジ 1 

お買い上げの販売店にご相談ください。 |30 ペ-ジ〉 

(1 秒点滅） 

換気しないで使用を続け、不完全燃焼防止 
装置び連続して 4 回じ(上作動したため、自動 
:肖ゾ 'し 广- 

坏完を燃焼通知機能び作動） 

〇部屋の空気を入れ替えてか 5 電源プラグをコンセ 
ントに差し直し、運お入/切スイッチを押し直す。 
〇繰り返し作動するときは、お買い上げの販売店に 
ご相談ください。 130 ベ-み 

(0.2 秒点滅） 

さ5に不完全燃焼防止装置び3回作動した 
ため、自動消火し、点火でさなくなった。 

(再点火防止機能が作動） 

点検-修理び必要です。 

お買い上げの販売店にご相談ください。 |30 ベ-ジ〉 

運転延長ランプ(ホ） 
点灯 

燃焼を開始してか5 3時間び経過したため、 
自動消义した。 

(消し忘れ消义装置が作動） 

運お入/切スイッチを押し直す。 く 19 ベ-ジ 1 

運転ランプ(ホ) 点滅 
運転延長ランプ嫌) 点滅 
面ら rr 

運転入/切スイッチび押し続け5れたため、 
自動消火した。 

表示•操作部周辺の障害物を取り除さ、電源プラグ 
をコンセントに差し直してか5運転入/切スイッチ 
を押し直す。 

上記！;1かのエラー 
(例：回 F 邮，回 M 5) 

点検-修理び必要な故障です。 

表示内容を控えたあと、電源プラグをコンセント 
か5抜さ、お買い上げの販売店にご相談ください。 

邮 ペ-ジ〉 
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症状 

原 因 

処置方法 

ボタンを押してち反 
応しない 

チャイルド□ツクびセツトされている。 

チャイルド□ックを解除する。 <18ベ-ジ1 

電源プラグび抜けている。 

電源プラグをコンセントに差し込む。 

換気サインの点滅び 
止ま5ない 

部屋の換気び不十分。 

換気を十分に行う（使用中はおず1時間に1〜吕回 
換気ずる）。 <1ベ-ジ1 

シ U コーン配合商品の使用により、燃焼部に 
シリコン酸化物び付着した。 < 3ペ-ジ1 

お買い上げの販売店にご相談ください。|30ベ-み 

給油ランプ(赤)、ま 
たは予告ランプ(緑） 
の点滅び止ま5ない 

巧油びな< なった。 

給油ずる。 03ぺ-ジ1 

本体び傾いている。 

水平な場巧に設置ずる。 <11ベ-ジ1 

カート U ツジタンクび変形している。 

油フィルターに'灯油びたまっていないときは、力ート 
リッジタンクを新しいちのと交換する(次項を参照)。 

カート U ツジタンクび間違っている。 

本体専用の力ート U ッジタンクを使用する。〈己べ-ジ1 

油フィルター-油受皿内に水やごみびたまっ 
ている。 

カートリッジタンク.油フィルター.油受皿内の 
水やごみを取り除さ、油フィルターは水分をよく 

火力び上び5ない 

給油ランプ(赤)び点滅している。 

乾燥させる。 <24^- ジ|<25ベ-ジ1 

給油ランプ(ホ)び点滅している。 

給油ずる。 <13ベ-ジ1 

変質な油-不純灯油を使用した。 〇2ベ-ジ1 

〇好油を抜を、をれいな好油でカート IJ ッジタンク- 
油受皿内-油フィルターを洗ラ。<2か-ジ|<25ぺ-ジ1 
〇着火-消火を已回程度繰り返す。 

/少し臭いびしますので、換気を十分に行なって、 
\<ださい <1ぺ-ジ1 ノ 

異常燃焼を起こす 

く1已ベ-ジ1 

変質灯油-不純灯油を使用した。く12ベ-ジ1 

フアンフイルターにほこりびたまった。 

フアンフィルターの掃除をする。 <23ベ-ジ1 

臭いび強い 

変質灯油-不純巧油を使用した。く12ベ-ジ1 

な油を巧さ、をれいな灯油で力ートリッジタンク- 
油受皿内-油フィルターを洗う。〈2か-ジ1〈25ぺ-ジ1 

灯油びこぼれたり、漏れている。 

使用を中止し、お買い上げの販売店にご相談<だ 
さい。 向0ベ-み 

油び漏れている 

カート U ツジタンクを入れたまま移動した。 

不純打油を使用した。 <12ぺ-ジ1 


f 処置を行なっても直5ないとき） 

故障が考え5れまずので、お買い上げの販売店にご相談ください。函琢 
故障したまま使用を続けると、予想しない事故が発生ずるおそれがあります。 


部品のご注文のしかた 


次の別売部品は、お買い上げの販売店にごま文ください。その際は、型式の呼び•部品名をはっさりと 
お伝えください。また、インターネットでもごま文がでさます。画石シ 


別売部品 


そ 

の 

他 



スポイト 

※（タンク）□金付 

(タンク）□金 

油フイルター 

フアンフィルター 

173円 

4,200円 

840円 

已2已円 

1,0已0円 

(本体価格165円） 

(本体価格4,000円） 

(本体価格800円） 

(本体価格500円） 

(本体価格1,000円) 


この部品は本フアンヒーター用です。他の機器では使用しないでください。 
また、価格は予告なく変更することがあります。 

その他の部品についてはお買い上げの販売店にご相談ください。 
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部品交換について 


部品交換が必要なときは、お買い上げの販売店、または 
修理資格を〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03- 
3499-2928) で行ラ技術管理講習会修了を(石油機器 
技術管理±)など〕のいる店などにご依頼ください。 



、お守りくだをいで 


〇修理•部品交換は、お客様自身では 
絶対に行わないでください。 

けがややけどのおそれがあります。 



定期点検のおずずめ 


2シーズンに1回の定期点検(有料)をおずずめしまず 

長期間ご使用になりますと機器の点検が必要となります。 

点検を受けないと、予想しない事故が発生するおそれがあります。 

未然に事故を防止するため、シーズン初めやシーズン終了時にお買い上げの販売店、または修理資格者 
〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-34 日 9-2928) で行ラ技術管理講習会修了を(石油機器技術管理±) 
など〕のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用のフアンヒーターの点検を！ 

の 

こんな 
症状は 
あ0ま 
せんか 

-油漏れする。 

-強い臭いがする。 

-運転中に異甫な音がする。 

-その他の異甫や故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

事故防止のため、電源プラグを 
コンセントか5巧き、お買い上 
げの販売店に点検.修理をご相 
談ください。 


仕様 


i 


そ 

の 

他 


型式の呼び 

FW -377 LE 

FW -477 LE 

FW -577 LE 

種 類 

気化式-強制通気お-強制対流形 

点 义ち式 

ヒータ点乂 

使 用 燃 料 

灯油 (J IS 1号な油） 

燃料消費量 

最大 

3.70 kW (0.3 日0 L / h ) 

4.70 kW (0.457 L / h ) 

已 .70 kW (0 .己已4 L / h ) 

最ル 

0.74 kW (0.072 L / h ) 

0.91 kW (0.088 L / h ) 

1.23 kW (0.120 L / h ) 

暖房出力 

最大 

3.70 kW 

4.70 kW 

5.70 kW 

最ル 

0.74 kW 

0.91 kW 

1.23 kW 

騒 音 

(正 面） 

大乂力 

37 d B 

39 d B 

41 d B 

ル义力 

24 d B 

24 d B 

2 已 d B 

油タンク容量 

9.0 L 

燃焼継続時間 

大乂力 

25.0 時間 

19.7 時間 

16.2 時間 

ル义力 

125.0 時間 

102.3 時間 

7 巳. 0 時間 

標準適室 

木造 

1 日.巳 m 吕り〇畳） 

20.0 m 2 り 2 置） 

25.0 m 2 り已置） 

コンクリ-卜 

21.日 m 2(13 置） 

28.0 m 2 り7置） 

33.0 m 2 (20 置） 

外 お 寸 法 

(高さ X 幅 X 奥行） 

44巳 mmx 430 mm x 357 mm 
(置台を含む） 

44已 mm X 466 mm X 349 mm 
(置台を含む） 

質 量 

約 U .2 k 旨 

約 12.0 kg 

電源電圧及び周ミ皮数 

A C 100 V 50/60 H z 

定 格 

消費電力 

最 大 

390/390 W (点乂初期に短時間発生） 

420/420 W (点乂初期に剧寺間趙） 

燃焼時 

129/129 W (大乂力時） 

巧3/153 W (大乂力時） 

191/191 W (大义力時） 

62/ 62 W (ル乂力時） 

70/ 70 W (ル乂力時） 

80/ 80 W (小乂力時） 

待機時 

0.8/0.8 W 

安全装置 

停電をぞ桌置、対震自颤肖乂装置、燃焼制御装置、点义安全装置、不完全燃焼防止装置 
過熱防止装置、消し忘れ消义装置、気密油タンクの給油時消义装置 

その他の装置 

室温異常高温防止装置 
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ご相談窓 日（使用方法-お手入れのしかた-修理のご相談、別売部品の購入など) 


お客様ご相談窓□(通話料無料） 

T E L 01 2 0-468-1 10 
FAX 01 20-4 日 8-220 
<受付時間> 

11月〜1月9:00〜19:00 

(±は〜17:00、日•祝日•年末年始は休み） 

2月〜10月9:00〜12:00、13:00〜17:00 
(± •日-祝日は休み） 

※型式の呼び(本体側面に表示)をご確認のうえ、ご連絡ください。 



巧証とアフターサービス 


使用方法-お手入れのしかた-修理のご相談、別売部品の購入などは、お買い上げの 
販売店にご相談ください 


00 


保証について 


00 


♦保証書（裏表紙に付いていまず ） HD 

〇保証書は、必ず r お買い上げ曰、製造番号、販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店か5お受け 
取りください。 

〇内容をよくお読みのあと、大切に保管してください。 

♦保証期間 

保証期間は、お買い上げ曰か 5 本体 3 年間です。なお、消耗部品畑フィルター•ファンフィルター) 
の取り曾えは、保話期間中でも有料となります。他にも有料となることがありますので、保証書をよ< 
お読みください。 


〇〇 

補修用性能部品について 

〇〇] 

〇巧修用性能部品とは、 

その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


〇本フアンヒーターのネ甫修用性能部品は、製造巧切り後9年保有しています。 


〇〇 

修理を巧巧されるとをは 

〇〇] 


〇「故障-異常の見分けかたと処置のしかた」に従って 
お調べください。 巧べ-ジ 
〇処置を巧なって ち 直5 ない ときは、ご使用を中止し、 
必ず電源プラグをコンセントか5抜いて、お買い上げ 
の販売店にご相談 < ださい。 

そのときは、ちの事項をご連絡ください。 

♦保訊期間中 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店が修理させていただ 
さます。 

参保証期間び過ざているとを 

修理すれば使用でさるとさには、ごを望により有料 
修理させていたださます。 

•修理料ち 

技術料+部品代 (+ 出張料)などで構成されています。 


品 名：ダイニチブルーヒーター 

型式の呼び：本体側面に表示 

お買い上げ日：保証書に記載 

故障の症状：エラー表示など、できるだけ詳しく 


お守り<だをい 


1修理などでフアンヒーターを運搬するとをは、 
必ず力ートリツジタンク-油受皿内の I 灯油を 
巧いてください。 

團般の途中で I 打油がこぼれて周囲をミちすおそれ 
があります。夕 5 ベ-到 


点検•その他 
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保証とアフターサービス(つづを) 


ダイニチェ業株式会社におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて 


1. ダイニチェ業株式会社 a ソ下「弊社」）は、お客様の個人情報をお客様か5のご相談への対応や修理及びその確認 
などに利用させていたださ、これ5の目的のためにご相談内容の記録を残すことびあります。 

2. 次の場合を除を、薛社しソ外の第 H 者に個人情報を提供•開ちすることはありません。 

① 修理やその確認業務を委託する場合 
⑨ 法令の定める規定に基づく場合 

3. 個人情報に関するご相談は、お問い合わせいたださました窓□にご相談ください。 


石油暖房機保証書- 

本書は、本書記載内容で無料修理を行ラこ 
とをお約束するちのです。 

お買い上げの曰か5を記期間中故障が凳生 
したとさは、本書をご提示のラえ、お買い 
上げの販売店に修理をご依頼 < ださい。 

(重'客様へお願い） 

お手数ですが、お名前-ご住所-電話番号 
をねかりやすくご記入ください。 

販売店の記載がないとさは、それを証明す 
る領収書などが必要となりますので、一緒 
に保管してください。 

(さ販売店様へ） 

お買い上げ曰-製造番号-貴店名-住所- 
電話番号を化ず記入し(記入のないとさは 
無効になります)、本書をお客様へお渡し 
ください。 

巧料修理;■目ぞ\ 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で故障したときは、お買い上げの販売店が無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受けるとさは、商品と本書をご持参、ご提示のラえ、お買い上げの販売店に依頼してくだ 
さい。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行なったとさは、出張に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居のとをは、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼できないとをは、弊社へご相談ください。 

已.保証期間内でち次のとをは、有料修理になります。 

(イ）使用上の誤り、不当な修理•改造による故障や損傷 

(□) お買い上げ後の移動•落下などによる本体の故障や損傷、およびカート U ッジタンク-□金の損傷 

り、) 火災、地震、水害、落雷、その化天災地変、および公害、塩害、ガス害(硫化ガスなど)などによる故障や損傷 

(二）異甫電圧、指定がの電源(電圧•周波数)、水、ガソリン、ほこり、シ IJ コーン配合商品が原因などによる故障や損傷 

(ホ）変質な油-不純灯油使用による気化器の故障や損傷 

(へ）消耗部品細フィルター-フアンフィルター)の取り替え 

(卜）定期点検の費用 

(チ）一般家庭用 L ソ外(たとえば、業務用の長時間使用、車輛•船舶への搭載)に使用されたとさの故障や損傷 
( U ) 本書の提示がないとさ 

(ヌ）本書にお買い上げ曰-お客様名•販売店名の記入のないとさ、あるいは字句を書を替え5れたとを。通信販売などで 
ご購入したとさは、商品の送り状-領収書などの提示がないとを。 

日.本書は日本国内においてのみ有効です。 

ス本書は再発行致しませんので、紛失しないよラ大切に保管してください。 

修理メモ 


※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがって、この保証書によって保証書 
を発行しているを(保証責任を)、およびそれ L ソがの事業をに対するお客様の法律上の権利を制限するちのではありませんので、 
保証期間経過をの修理などについてご不明のとをは、お買い上げの販売店、または興社にお問い合わせ<ださい。 

※保証期間経過をの修理、補修用性能部品の保有期間につして詳しくは、取扱説明書 (3 □ぺージ)をご覧ください。 


型 

名 

ご購入機種に〇を付けてください 

製造 

番号 


FW -377 LE FW -477 LE 

FW -577 LE 


お 

客 

お名前 



様 

ご住所干 



様 

電話番号 （ 

) 

— 


お買い上げ曰 販売店名-住所-電話番号 


年月 曰 
保証期間(お買い上げ日か日) 
本体 3 年間 


@ 巧イニ壬工業楠ぶ g 村: 

干9巳 0-1 29日新漏市南区化田中 780- 已 
お客様ご相談窓 IHTEL 0120-468-110 
ホームぺージ http://www.dainichi-net.co.jp/ 


FW-577LE - 4 - 00,000 -1 





































